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ASEAN4 間の貿易収支への影響という５つの側面から検討した（１）。そ
の際、全製造業、ならびに業種別では 2013 年度の在中国日系企業（製
造業）の売上高で 1 ～ 3 位を占める輸送機械、情報通信機械、電気機械
を考察対象業種とした（なお、全日系企業（製造業）と在 ASEAN4 日







NIEs3 日系企業（製造業）の売上高は 10 兆 5997 億円で、そのうち情報
通信機械が 1 位で 2 兆 918 億円（製造業全体の 19.7％）、輸送機械が 3
位で 1 兆 2561 億円（同 11.8％）、電気機械が 5 位で 4310 億円（同 4.1％）































業向け輸出額は 2 兆 5187 億円（在香港日系企業による日本からの仕入
高 2 兆 7985 億円 ×0.9）、日本の在香港日系企業からの輸入額は 2 兆
639 億円（在香港日系企業による日本向け売上高 1 兆 8575 億円 ÷0.9）
ということになる。ところが財務省貿易統計によると（２）、2013 年度の


























入高構成を示している。これによれば、売上高は 2001 年度～ 2003 年度
平均の 5 兆 5244 億円から 2011 年度～ 2013 年度平均の 8 兆 6104 億円へ
と 1.56 倍、同じく仕入高は 3 兆 8209 億円から 5 兆 9025 億円へと 1.54
倍にとどまった。この伸び率は在アジア日系企業の伸び率（同期間に売
上高が 2.47 倍、仕入高が 2.42 倍）をかなり下回っており、その結果、
在 NIEs3 日系企業が在アジア日系企業に占める比重は同期間に売上高
では 24.3％から 15.3％へ、仕入高では 23.6％から 15.1％へと減少した。











も、近年ではさらに日本向け販売が低下し（2001 年度～ 2003 年度平均
の 16.8％から 2011 年度～ 2013 年度平均 9.7％へ）、第三国向け販売が増
加する傾向にある（2001 年度～ 2003 年平均の 26.9％から 2011 年度～
2013 年度平均の 35.1％へ）。
　なお日本の輸入額に占める日系企業の日本向け販売額の比率（B ／ I）
についてみると、2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業が
29.8％であるのに対して、在 NIEs3 日系企業は 15.4％であった（ちなみ
に全日系企業は 15.3％、在中国日系企業は 23.1％、在 ASEAN4 日系企
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おり在アジア日系企業に比べて相対的に低い（ただし、近年はどの地域
の日系企業も現地調達比率高めている。たとえば、在 NIEs3 日系企業
の場合は 2001 年度～ 2003 年度平均 47.1％から 2011 年度～ 2013 年度
50.9％へと増加している）。
　なお NIEs3 における日本の輸出額に占める日系企業からの調達額の
比率（F ／ X）は 2001 年度～ 2013 年度平均で 15.2％で、これは在アジ
ア日系企業 26.6％を大きく下回っている（同じく、全日系企業 29.8％、
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41.8％となっている）。在 NIEs3 日系企業の場合は他地域の日系企業と
対比して格段に地場企業向けの比重が高い。
　また現地調達に関しては 2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系
企業では日系企業からが 28.9％、地場企業からが 64.8％、在アジア日系
企業ではそれぞれ 31.7％、63.4％であった（同じく、全日系企業ではそ









を上回っており、両者の差額（B － F）は 2001 年度～ 2013 年度平均で
8798 億円の赤字であった。在 NIEs3 日系企業の行動様式は基本的に所
在地にとって対日貿易収支を悪化させる要因となっている。他方で所在
地からみれば在 NIEs3 日系企業の対第三国向け販売額（D）は第三国か
らの調達額（H）を大きく上回っており、その黒字額（D － H）は 2001
年度～ 2013 年度平均で実に 1 兆 2887 億円に達している。しかもその黒





　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
アジア日系企業では 142.1％（うち日本（B ／ F）91.9％、第三国（D ／
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H）248.3％）であったのに対して、在 NIEs3 日系企業では 115.8％（う




　日本の対アジア貿易収支（X － I）は常に黒字で、その黒字額は 2001
年度～ 2013 年度平均で 5 兆 8578 億円に上っている。他方で日本からみ
た在アジア日系企業による輸出額は平均して 7 兆 8382 億円（日本から
の調達額（F）8 兆 7091 億円 ×0.9）、輸入額は 8 兆 8951 億円（日本向
け販売額（B）8 兆 56 億円 ÷0.9）であったから、在アジア日系企業は
日本に 1 兆 569 億円もの赤字をもたらし、それだけ日本の対アジア貿易
収支（X － I）の黒字額を縮小させる要因となっていることになる。
　これに対して日本の対 NIEs3 貿易収支（X － I）も常に黒字を計上し、
2001 年度～ 2013 年度平均で黒字額は 5 兆 8573 億円に上っている。他
方で、日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は当該期間の年度
平均で 1 兆 5449 億円（日本からの調達額（F）1 兆 7165 億円 ×0.9）、





　表 2 は在 NIEs3 日系企業（輸送機械）の販売先別売上高・調達先別
仕入高構成を示している。在 NIEs3 日系企業は 2001 年度～ 2003 年度
から 2011 年度～ 2013 年度にかけて売上高は 1.27 倍（8612 億円から 1
兆 928 億円へ）、仕入高は 1.47 倍（5491 億円から 8077 億円へ）と増え
たものの、在アジア日系企業はそれを上回る伸び率を示したために（そ
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　2001 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系企業では日本向け販売が
4.8％、現地販売が 83.1％、第三国向け販売が 12.2％であった。在アジア
日系企業ではそれぞれ 6.9％、68.6％、24.5％という構成比であった。在




　2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業は日本から調達が
26.0％、現地調達が 68.0％、第三国から調達が 6.1％という構成比であっ







　2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系企業の企業内分業度は販売
が 93.7％、調達が 91.5％、同じく在アジア日系企業では販売が 94.7％、
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　まず現地販売についてみると、2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3















額（B － F）は、在 NIEs3 日系企業（製造業）全体と同様、常に赤字




い（2006 年度と 2012 年度、2013 年度を除く）。結果的に在 NIEs3 日系
企業の行動様式は所在地にとって貿易収支赤字要因、ないし悪化要因と
なっている。
　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
アジア日系企業では 131.9％（うち日本（B ／ F）35.5％、第三国（D ／
H）544.1％）、在 NIEs3 日系企業では 85.5％（うち日本 34.9％、第三国





　日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は平均して 1167 億円（日
本からの調達額（F）1297 億円 ×0.9）、輸入額は 503 億円（日本向け販






達先別仕入高構成を示した表 3 によれば、在 NIEs3 日系企業は 2001 年
度～ 2003 年度から 2011 年度～ 2013 年度にかけて売上高は 0.94 倍（1
兆 9513 億円から 1 兆 8374 億円へ）、仕入高は 0.84 倍（1 兆 5007 億円か
ら 1 兆 2538 億円へ）へと減少し、2013 年度時点で売上高 2 位の化学に
首位の座を奪われるのは時間の問題となっている。しかも在アジア日系
企業（情報通信機械）は同期間に売上高は 1.21 倍、調達額は 1.14 倍と
3 業種中最も低いとはいえともかくも増加したから、在 NIEs3 日系企業
が在アジア日系企業に占める比重は当該期間に売上高で 26.2％から
20.4％へ、仕入高で 26.3％から 19.3％へと低下した。
　アジア地域では在 ASEAN4 日系企業が在 NIEs3 日系企業と同様、当
該期間に売上高は 0.70 倍、仕入高は 0.64 倍へと減っているのに対して、
在中国日系企業は売上高は 3.01 倍、仕入高は 2.88 倍に増えたから、在
中国日系企業が在アジア日系企業に占める比重は売上高で 14.6％から
36.6％へ、仕入高で 14.6％から 37.1％へと上昇している。情報通信機械
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の場合、アジアでは日系企業は NIEs3 や ASEAN4 から中国に移転し、
生産を中国に集約させていることになる。ただし、全世界でも日系企業








は現地販売の比重が増えて最大の比重を占め（2011 年度～ 2013 年度平
均で 48.1％）、第三国向けが減っている（同じく 30.9％）。
（b）調達先別仕入高構成










　2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系企業の企業内分業度は販売
が 90.2％、調達が 88.1％、在アジア日系企業ではそれぞれ 93.7％、
86.5％であった。いずれも企業内分業度は販売のほうが調達よりも高く
なっている。ただし、在 NIEs3 日系企業は在アジア日系企業に比べて
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販売では低く、調達では高くなっている。
（d）現地法人と現地の日系企業・地場企業間取引の状況
　まず現地販売については、2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系
企業では日系企業向けが 17.0％、地場企業向けが 78.9％と地場企業向け
が圧倒的に多かった。これは日系企業向けが多い在中国日系企業（日系
企業向け 65.6%、地場企業向け 26.8%）や在 ASEAN4 日系企業（それ
ぞれ 61.8%、29.3%）とは異なる特徴である。
















－ H）は基本的に対日貿易収支の赤字額（B － F）を上回り（2001 年
度と 2011 年度を除く）、結果的に在 NIEs3 日系企業の行動様式は所在
地にとっては貿易収支の黒字拡大ないし改善要因となっている。
　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
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アジア日系企業では 137.3％（うち日本（B ／ F）123.3％、第三国（D
／ H）159.9％）であったのに対して、在 NIEs3 日系企業では 114.1％（う
ち日本 63.1％、第三国 191.3％）であった。
②日本の貿易収支への影響
　日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は平均して 5735 億円（日
本からの調達額（F）6372 億円 ×0.9）、輸入額は 4469 億円（日本向け




構成を示した表 4 によれば、2001 年度～ 2003 年度から 2011 年度～
2013 年度にかけて売上高が 0.70 倍（4997 億円から 3499 億円へ）、仕入
高が 0.58 倍（3495 億円から 2040 億円へ）へと減少した。そのため、当
該期間に在 NIEs3 日系企業が在アジア日系企業に占める比重は売上高






　在 NIEs3 日系企業の場合、2001 年度～ 2013 年度平均で日本向け販売
が 13.9％、現地販売が 50.6％、第三国向け販売が 35.5％であった。しかし、
近年その構成比は大きく変動し、2011 年度～ 2013 年度平均で日本向け
が 9.2％、現地販売が 43.4％、第三国向けが 47.4％となり、第三国向け
が現地販売を上回っている。在アジア日系企業の構成比の場合、2011
年度～ 2013 年度平均でそれぞれ 25.9％、47.9％、26.2％であったから、















　2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系企業の企業内分業度は販売




　現地販売については、2009 年度～ 2013 年度平均で在 NIEs3 日系企業
では日系企業向けが 32.2％、地場企業向けが 45.8％、在アジア日系企業
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の調達を合計しても在 NIEs3 日系企業は 73.2% にとどまっていること









　在 NIEs3 日系企業の日本向け販売額（B）は 2013 年度を除いて常に
日本からの調達額（F）を下回っており、2001 年度～ 2013 年度平均で
800 億円の赤字であった（これは、恒常的に黒字であった在中国日系企




　なお 2,001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
NIEs3 日系企業は 104.9％（うち日本（B ／ F）45.5％、第三国（D ／ H）
214.2％）であった。在アジア日系企業では 179.7％（うち日本 145.2％、
第三国 228.8％）であったから、在 NIEs3 日系企業は所在地の貿易収支
の黒字拡大ないし改善にそれほど貢献していないことになる）。
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②日本の貿易収支への影響
　日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は平均で 1321 億円（日
本からの調達額（F）1468 億円 ×0.9）、輸入額は 742 億円（日本向け販
売額（B）668 億円 ÷0.9）、差し引き 579 億円の黒字であった。同じく、
日本からみた在アジア日系企業による輸出額は平均で 5804 億円（日本
からの調達額（F）6449 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 408 億円（日本向け






















































に転化し、また輸送機械では 2011 年度までは赤字であったが（2006 年
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（注）
（1）拙稿「在中国日系企業（製造業）の行動様式」（奈良学園大学社会
科学学会『社会科学雑誌』第 13 巻、2015 年 12 月、所収）、「在






科学雑誌』第 7 巻、2013 年 2 月）、31 ページ以下を参照されたい。
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